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月 日（月）、前営業日比 ％超下落した当社のファンドは、次のとおりです。
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（ファンド名） （基準価額） （前営業日比） （騰落率）

ドイチェ・ユーロスター・オープン　　　　　　　　　　　　　　 8,799 円 -616 円

グローイング・エンジェル　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12,919 円 -947 円

ドイチェ・ジャパン・グロース・オープン　　　　　　　　　　　 14,176 円 -1,045 円

ＤＷＳ世界新興国株式ファンド　　　　　　　　　　　　　　　　 10,344 円 -745 円

ＤＷＳグローバル新興国株投信　　　　　　　　　　　　　　　　 10,456 円 -765 円

日興・ＤＷＳ・ニュー・リソース・ファンド　　　　　　　　　　 9,491 円 -605 円

ドイチェ・グローバル好配当株式ファンド（毎月分配型）　　　　 4,318 円 -270 円

ＤＷＳ　ロシア・欧州新興国株投信　　　　　　　　　　　　　　 5,987 円 -477 円

りそな　東欧フロンティア株式ファンド　　　　　　　　　　　　 4,815 円 -378 円

ドイチェ・ロシア東欧株式ファンド　　　　　　　　　　　　　　 4,461 円 -353 円

ＤＷＳ　ロシア株式ファンド　　　　　　　　　　　　　　　　　 7,340 円 -604 円

ＤＷＳ　新資源テクノロジー・ファンド　　　　　　　　　　　　 6,532 円 -412 円

（2020年3月9日現在）
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前営業日（ 月 日）、当社設定の上記投資信託の基準価額が大きく下落した主な要因としては、以下があ
げられます。

基準価額算定の基準となる 日の海外株式市場で株価は再び大きく下落しました。中国本土以外で新型コ
ロナウイルスの感染が拡大していることを受けて世界経済の減速懸念が強まり、株価が下落しました。加え
て、石油輸出国機構 加盟国とそれ以外の主要産油国で構成する プラスの減産協議が決裂し
原油価格が下落したこと等が嫌気され、原油と関連性の高いエネルギー株やロシア株等は相対的に大きく
下落しました。
また、 日の日本株式市場では株価が大きく下落し、為替市場では円が急騰しました。新型コロナウイルス
の感染拡大懸念が高まるなか、 プラスの減産協議決裂に続いて週末にはサウジアラビアが 月から
原油の増産に転じる方針を示し原油価格が急落したこと等からリスク回避の動きが急速に強まりました。

株式市場の動き(2020年3月5日～2020年3月9日)
3月5日 3月6日 騰落率

MSCI コクサイ・インデックス（米ドル建）
MSCI 北米インデックス（米ドル建）
MSCI ヨーロッパ・インデックス（ユーロ建）
MSCI エマージング・マーケット・インデックス（米ドル建）
ロシアRTS指数（米ドル建）
MSCI EMヨーロッパ10/40（除くギリシャ）インデックス（米ドル建）

3月6日 3月9日 騰落率
日経平均株価指数
東証２部株価指数
JASDAQインデックス

出所：Bloomberg等

為替市場の動き(2020年3月6日～2020年3月9日)
3月6日 3月9日 騰落率

米ドル/円
ユーロ/円

*為替レートはすべて三菱UFJ銀行公表の対顧客外国為替相場（仲値）を使用 出所：Bloomberg等
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ご留意事項

●投資信託に係るリスクについて

投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とし投資元本が保証されていないた
め、当該資産の市場における取引価格の変動や為替の変動等により投資一単位当たりの価値が変動します。し
たがってお客様のご投資された金額を下回ることもあります。

また、投資信託は、個別の投資信託毎に投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対象国等が異なるこ
とから、リスクの内容や性質が異なりますので、ご購入に際しては、事前に最新の投資信託説明書（交付目論見
書）や契約締結前交付書面の内容をご確認の上、ご自身で判断して下さい。

●投資信託に係る費用について

【お申込みいただくお客様には以下の費用をご負担いただきます。】

 購入時に直接ご負担いただく費用･･･購入時手数料 上限3.85％（税抜3.50％）

 換金時に直接ご負担いただく費用･･･信託財産留保額 上限0.5％

 投資信託の保有期間中に間接的にご負担いただく費用･･･運用管理費用（信託報酬） 上限2.068％（税抜
1.88％）

 その他費用･･･上記以外に保有期間等に応じてご負担いただく費用があります。

投資信託説明書（交付目論見書）、契約締結前交付書面等でご確認下さい。

≪ご注意≫

上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定しております。費用の料率につき
ましては、ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社が運用するすべての投資信託のうち、徴収するそれぞれの費
用における最高の料率を記載しております。投資信託の運用による損益は、すべて受益者に帰属します。投資信
託は、金融機関の預貯金と異なり、元本及び利息の保証はありません。投資信託は、預金または保険契約ではな
いため、預金保険及び保険契約者保護機構の保護の対象にはなりません。登録金融機関を通じてご購入いただ
いた投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。投資信託に係るリスクや費用は、それぞれの投資信
託により異なりますので、ご購入に際しては、事前に最新の投資信託説明書（交付目論見書）や契約締結前交付
書面の内容をご確認の上、ご自身で判断して下さい。

なお、当社では投資信託の直接の販売は行っておりませんので、実際のお申込みにあたっては、各投資信託取
扱いの販売会社にお問合せ下さい。

ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第359号

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人投資信託協会、

一般社団法人日本投資顧問業協会、

一般社団法人第二種金融商品取引業協会



皆様の投資判断に関する留意事項 
【投資信託のリスク】 
投資信託は、株式や公社債など値動きのある証券等（外貨建資産に投資する場合は為替リスクがあります。）に投資しますので、 
基準価額は変動します。従って、投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割 
り込むことがあります。投資信託は預貯金と異なります。投資信託財産に生じた損益は、すべて投資者の皆様に帰属します。 

【留意事項】 
・   投資信託のお取引に関しては、金融商品取引法第 37条の 6 の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用はありません。 
・   投資信託は預金商品や保険商品ではなく、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融 
機関が取扱う投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。 

・   投資信託の収益分配は、各ファンドの分配方針に基づいて行われますが、必ず分配を行うものではなく、また、分配金の金 
額も確定したものではありません。分配金は、預貯金の利息とは異なり、ファンドの純資産から支払われますので、分配金が 
支払われると、その金額相当分、基準価額は下がります。分配金は、計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合 
があるため、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。また、投資者の購入 
価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の 
運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。 

【お客様にご負担いただく費用】 
■お客様が購入時に直接的に負担する費用 
購入時 手数料 ：  購入価額 × 購入口数 × 上限  3.85％（税抜 3.5％） 

■お客様が換金時に直接的に負担する費用 
換金時 手数料 ：  公社債投信 1 万口当たり上限 110 円（税抜  100 円） ※その他の投資信託にはありません 
信託財産留保額： 換金時に適用される基準価額 × 0.5％以内 
※T&D「J ﾘｰﾄﾌｧﾝﾄﾞ限定追加型 1402」(当初申込時無手数料)についてはご換金時期により信託財産留保額 3.0％～
0.5％( 2021年６月１日以降は無料 )をご負担いただきます。  

■お客様が信託財産で間接的に負担する費用 
運用管理費用（信託報酬）の実質的な負担： 純資産総額×実質上限年率 2.618％（税抜 2 . 3 8％） 
※実質的な負担とは、ファンドの投資対象が投資信託証券の場合、その投資信託証券の信託報酬を含めた報酬のことをいい
ます。なお、実質的な運用管理費用（信託報酬）は目安であり、投資信託証券の実際の組入比率により変動します。 
その他の費用 
※上記の他に、組入有価証券等の売買に係る売買委託手数料、監査費用、投資信託財産に関する租税、信託事務の処理
に要する諸費用、海外における資産の保管等に要する費用、受託会社の立替えた立替金の利息、借入金の利息等を投資信

託財産から間接的にご負担いただく場合があります。これらの費用･手数料等は、運用状況等により変動するため、事前に料率･上
限額等を示すことはできません。 

●お客様にご負担いただく費用につきましては、運用状況等により変動する費用があることから、事前に合計金額若しくはその 
上限額又はこれらの計算方法を示すことはできません。 

●上記のリスクや費用につきましては、一般的な投資信託を想定しております。各費用項目の料率は、販売会社である香川 
証券株式会社が取扱うすべての公募投資信託のうち、最高の料率を記載しております。投資信託のリスクや費用は、個別 
の投資信託により異なりますので、ご投資をされる際には、事前に、個別の投資信託の「投資信託説明書（交付目論見 
書）」の【投資リスク、手続 ・手数料等】をご確認ください。 

 ------------------------------------------------------------------------------- 
 【香川証券株式会社】 

商 号 等 香川証券株式会社 
  登   録 金融商品取引業者 四国財務局長（金商）第 3号 

加 入 協 会 日本証券業協会 




